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　前回，電圧計測におけるグラウンドの影響について
おさらいし，抵抗値を正しく知るための計測方法を解
説しました．今回はより具体的な電圧や電流の計測方
法や考え方，ノウハウなどを紹介します．なおオシロ
スコープだけではなく，ほかの計測系（測定器）につい
ても共通する一般論として説明しています．

電圧を精度良く測るその1：ハイ・インピー
ダンス回路はプロービングの影響を受けやすい

　サンプル・ホールド回路やピーク・ホールド回路で
は，電圧値を維持（ホールド）するためにホールド・コ
ンデンサが用いられます．このコンデンサはホールド
動作中に放電してはいけませんから，かなりハイ・イ

第1回　計測には誤差がつきもの（2010年9月号）
第2回　振幅と周波数特性の測定（2010年10月号）
第3回　高周波信号の集まり「ディジタル信号」の測定（2010年11月号）

連載

第7回　知って得する！アナログ信号の電圧/電流計測テク
測定原理を理解すれば治具で簡易測定したり精度よく測ったりできる 石井 聡 Satoru Ishii

用　語 意　味
計測系 測定器とプローブを合わせた計測に必要なもの

測定対象 実際に計測系で計測・プロービングされる「回
路側」を指す

回路 ほぼ測定対象と同じ意味で、多くの個所で文脈
に合わせて用いていく

計測の確
からしさ

計測した結果が本来の物理量と比較してどれだ
け正確に出ているか

物理的な要因
測定対象物
誤差要因

計測・プロービングを
行うための理論的アプ
ローチ

測定対象と計測系のモデル化
測定対象と計測系を合わせた
誤差要因の解析

表A　連載に登場する用語の定義 表B　計測に必要な四つのポイント

ンピーダンスな回路であるべきです．
　「計測」という点からすればだいぶ極端かもしれま
せんが，このハイ・インピーダンスな回路の計測につ
いて考えてみましょう．

● ハイ・インピーダンスなサンプル・ホールド回路
はプロービングの影響を受けやすい
　図7－1（a）はサンプル・ホールド回路の一例です．
コンデンサの容量を0.1μFとします（サンプル・ホー
ルド回路用としては相当大きい）．このとき同図 （b）の
ように，このホールド・コンデンサに直接パッシブ・
プローブを接続するとどうなるでしょうか．
　パッシブ・プローブをつなぐことは，10 MΩの抵

図7－1　サンプル・ホールド回路のホールド・コンデンサにパッシブ・プローブを安易に接続すると正しく電圧を測れない
プローブのインピーダンスは測定対象（ホールド・コンデンサ）のインピーダンスより十分大きくなければ誤差になる
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（a）サンプル・ホールド回路のホールド・コンデンサ
      （回路のバイパス・コンデンサは省略してある）

（b）ホールド・コンデンサ両端の電圧の変化は
        パッシブ・プローブでは正確には測れない

こことグラウンドの間に10MΩの
抵抗をつないだことと同じニャ！
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